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い。アジアでは，欧米系企業や韓国・中国系企業
などとの競合が激化しており，現場での迅速な意
志決定は商取引に大きな影響を及ぼすことが多い。
本書で提示されている課題と対応策は，日系企業
のアジア展開における組織作りを再考するきっか
けとなると共に，今後アジアに赴任するビジネス
パーソンにも大きな示唆を与えるものである。
第二に，ビジネスパーソンが現地で必要なスキ
ルのみではなく，リーダーとして必要な心のあり
方や組織としての理念のあり方の重要性について
の指摘である。その根底に流れているのは著者自
身の経営哲学と言えるものではないか。著者が最
後に述べている「士は己を知る者の為に死す」と
いう言葉が端的にそれを表している。その言葉を
筆者は「一個人としての利益や損得を超えて，自
分が関わる人々のために力を尽くすということが，
高潔な人物の振る舞いだ」と解釈する。実際に，
マレーシアへの赴任の際には，同国で最も尊敬さ
れる企業になるとし，マレーシアの流通近代化へ
の貢献や日本企業としてのマレーシアへの貢献を
企業理念として掲げている。
アジアを含め海外では，日本とは異なる環境に
いるからこそ，自分が何者であるかという自分の
軸を持ち，この組織は何のためにこの国でビジネ
スをするのかという企業理念や事業目的を明確に
することが求められる。そうした意味において，
リーダーとして必要な心のあり方や組織としての
理念のあり方の重要性を説く主張は傾聴に値する。
本書の簡潔な紹介は以上であるが，アジアや世
界でのビジネス経験を積みたい若手ビジネスパー
ソンや学生，またアジアへの赴任を控えた方々に
は是非お薦めしたい良書である。
アジアで働くことになった君へ
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